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特
集

き

の

り

ず
な始始

ま

　

皆
さ
ん
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
が
津
山

　

皆
さ
ん
は
、
沖
縄
県
宮
古
島
市
が
津
山

市
の
姉
妹
都
市
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で

市
の
姉
妹
都
市
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
？

す
か
？

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
は
、
姉
妹
都
市
縁
組
を
結

年
度
は
、
姉
妹
都
市
縁
組
を
結

ん
で
ん
で
5050
周
年
を
迎
え
、
両
市
で
記
念
事
業

周
年
を
迎
え
、
両
市
で
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
交
流
の
歴
史
を
振
り

　

今
回
の
特
集
は
、
交
流
の
歴
史
を
振
り

返
り
、
記
念
事
業
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

返
り
、
記
念
事
業
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

沖
縄
が「
琉
球
」と
呼
ば
れ
て

い
た
時
代

　

中
国
山
地
に
抱
か
れ
た
津
山
が
、

な
ぜ
南
の
島
と
交
流
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
そ
の
歴
史
は
沖
縄
県
が

ま
だ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
占
領
下
に

あ
り
、
琉
球
政
府
が
置
か
れ
て
い
た

時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）、
沖
縄

県
平
良
市
（
現
在
は
宮
古
島
市
）
の

平
良
第
一
小
学
校
か
ら
校
長
が
、
当

時
の
琉
球
政
府
の
派
遣
研
修
で
、
津

山
市
立
南
小
学
校
に
訪
れ
ま
す
。
同

じ
年
、
こ
の
訪
問
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
両
校
は
姉
妹
校
縁
組
を
結
び
ま

す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
津
山
市
民
の
沖
縄

本
土
復
帰
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

市
議
会
が
沖
縄
の
本
土
復
帰

の
要
望
を
決
議

　

昭
和
39
年
３
月
、
津
山
市
議
会
は
、

全
国
の
市
議
会
と
し
て
初
め
て
「
祖

国
復
帰
早
期
実
現
に
関
す
る
要
望
決

議
」
を
満
場
一
致
で
可
決
し
、
当
時

の
政
府
や
国
会
な
ど
へ
沖
縄
の
本

沖
縄
の
本

土
復
帰
へ
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

こ
の
津
山
市
の
動
き
を
受
け
、

を
受
け
、

平
良
市
長
が
来
訪
し
ま
す
。
平
良

す
。
平
良

市
長
は
、
要
請
に
対
す
る
感
謝
の

る
感
謝
の

意
を
表
し
、
両
市
の
姉
妹
都
市
縁

妹
都
市
縁

組
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
40
年
３
月
、
津

３
月
、
津

　

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
に
輝
く
沖
縄
の
海
に
、

東
洋
一
き
れ
い
と
い
わ

れ
る
砂
浜
と
大
き
な
空
。

　

津
山
か
ら
南
西
に
約

１
４
０
０
キ
ロ
。
台
湾

と
目
と
鼻
の
先
で
日
本

の
最
西
端
に
ほ
ど
近
い

と
こ
ろ
に
宮
古
島
が
あ

り
ま
す
。

山
市
は
平
良
市
と
姉
妹
都
市
縁
組
を

結
ん
だ
の
で
す
。

　

同
じ
年
、
宮
古
青
年
会
議
所
と
津

山
青
年
会
議
所
も
縁
組
を
結
び
、
津

山
と
宮
古
島
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
47
年
、
沖
縄
の
本
土
復
帰

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
際
に
は
、

多
く
の
市
民
が
復
帰
を
祝
い
ま
し

た
。

多くのダイビングスポット

島バナナ

マンゴー
全日本トライアスロン
宮古島大会

宮古島キャラクター
「みーや」

　　　面積　204㎢
　　　人口　約55,000人
　　　年間平均気温　23℃
　　　年間平均湿度　80％

宮古島市の位置
津山市津山市 大阪

沖縄本島

宮古島市宮古島市
宮古島

大神島池間島

伊良部島

下地島

市花
ブーゲンビレア

宮古島市プロフィール

台湾

朝鮮半島

→

→→
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青年会議所

交
のの
流史

歴歴歴
の

　

50
年
以
上
に
わ
た
る
交
流
に
は
、

市
長
や
市
議
会
の
親
善
訪
問
、
職

員
や
物
産
の
交
流
な
ど
、
行
政
だ

け
で
な
く
、
平
良
第
一
小
学
校
と

南
小
学
校
や
青
年
会
議
所
な
ど
民

間
の
交
流
も
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
制
施
行
の
節
目

の
年
や
大
き
な
事
業
で
は
互
い
に

喜
び
合
い
、
災
害
が
起
き
た
際
に

は
互
い
に
見
舞
い
合
う
な
ど
、
親

善
や
思
い
や
り
で
「
き
ず
な
」
を

深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

History of exchange
昭
和
38
年

６
月

昭
和
39
年

９
月

昭
和
40
年

３
月

昭
和
41
年

２
月

昭
和
47
年

５
月

昭
和
50
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
60
年

４
月

１
月

８
月

３
月

１
月

７
月

昭
和
62
年

９
月

平
成
元
年

平
成
７
年

平
成
８
年

２
月

平
成
16
年

２
月

平
成
９
年

３
月

平
良
市
立
平
良
第
一
小
学
校　

砂

川
恵
保
校
長
が
研
修
の
た
め
、
南

小
学
校
に
訪
れ
る
。
両
校
が
友
好

を
深
め
る
こ
と
を
協
議

平
良
第
一
小
学
校
と
南
小
学
校
が

姉
妹
校
縁
組
を
結
ぶ

平
良
第
一
小
学
校
と
南
小
学
校
の

最
初
の
友
好
交
流
が
行
わ
れ
る

（
以
降
、
10
回
開
催
）

津
山
市
議
会
が
「
沖
縄
の
祖
国
復

帰
早
期
実
現
に
関
す
る
要
望
」
を

決
議
。
政
府
・
国
会
な
ど
に
要
請

平
良
市
長
が
初
め
て
津
山
市
を
訪

問
す
る

津
山
市
長
が
初
め
て
平
良
市
を
訪

問
す
る

津
山
市
と
平
良
市（
現
在
は
宮
古
島

市
）が
姉
妹
都
市
縁
組
を
結
ぶ

津
山
市
と
平
良
市
の
青
年
会
議
所

が
縁
組
を
結
ぶ

平
良
市
の
親
善
訪
問
団
が
初
め
て

津
山
市
を
訪
れ
る
（
以
降
、随
時
）

津
山
市
の
親
善
訪
問
団
が
初
め
て

平
良
市
を
訪
れ
る
（
以
降
、随
時
）

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
。
両
市
が
相

互
に
訪
問
し
、
本
土
復
帰
を
祝
う

姉
妹
都
市
縁
組
10
周
年
を
記
念
し

て
交
流

津
山
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し

て
交
流

両
市
の
少
年
少
女
合
唱
団
が
相
互

に
訪
問
す
る

姉
妹
都
市
縁
組
20
周
年
を
記
念
し

て
交
流

津
山
市
が
第
１
回
全
日
本
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
宮
古
島
大
会
に
招
か
れ

る
（
以
降
、
随
時
）

平
良
市
を
第
１
回
津
山
国
際
総
合

音
楽
祭
に
招
く
（
以
降
、
随
時
）

津
山
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

て
交
流

平
良
市
を
第
６
回
津
山
国
際
交
流

車
い
す
駅
伝
競
走
大
会
に
招
く

（
以
降
、
随
時
）

姉
妹
都
市
縁
組
30
周
年
を
記
念
し

て
交
流

南
小
学
校
が
平
良
第
一
小
学
校
を

訪
問
し
、
津
山
の
桜
を
植
樹

平
良
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し

て
、
津
山
市
か
ら
訪
問

津
山
市
消
防
団
が
平
良
消
防
署
で

研
修

姉
妹
都
市
縁
組
40
周
年
を
記
念
し

て
交
流

平
良
市
が
、
城
辺
町
、
下
地
町
、

伊
良
部
町
、上
野
村
と
合
併
し「
宮

古
島
市
」
に
な
る
。
姉
妹
都
市
縁

組
は
継
承

姉
妹
都
市
縁
組
50
周
年

平
成
17
年

３
月

平
成
27
年

３
月

10
月

平
成
26
年

平
成
５
年

11
月

『広報つやま』昭和 39年９月号から『広報つやま』昭和 55年９月号から

全国で初めて、市議
会として「本土復帰
決議」をしたことに
感謝の訪問をされた
平良市長（当時）

姉妹校縁組30周年の記念式典で、
特設電話を
使い、友情
を深めてい
くことを確
認し合う児
童

相互に訪問して姉妹校縁組50周年の交流をする児童たち

周りが山で
風景が

立体的に見
える

津山は寒い！
海がきれい！

沖縄本土復帰
きずな熱い

深めた
戦後 を思いが

姉妹都市縁組 15周
年を記念して、津山
市に来た「平良市少
年少女合唱団」

宮古島のビーチで海水浴宮古島のビーチで海水浴アイスランド津山でスケート

昭和40年３月に縁組を結んだ
青年会議所は、会議所同士の
交流のほか、近年では津山の
子どもたちとともに宮古島を
　　　　　　　訪れ、人や自
　　　　　　　　然とふれ合
　　　　　　　　　う交流を
　　　　　　　　　行ってい
　　　　　　　　　ます詳しくは、

８・９ページ
でお知らせす
るよ！

姉
妹
都
市
縁
組

周
年
周
年記念

事
業

記
念
事
業

5050

こ
の
夏
は

  

宮
古
島
が
熱
い
! !

『広報つやま』昭和 40年７月号から

平良市から初めて訪
問団を迎えた際、広
報つやまで関係行事
を紹介した記事

昭和39年
に初めて津
山市を訪れ
た平良第一
小学校の訪

問団を、津山駅で歓迎す
る津山市民

広報紙に 見る 交流の   歴史

南小学校の交流

2014.4 45 2014.4

との のきずなきずな特集



和
38
年
、
宮
古
島
の
平
良
第
一
小

学
校
か
ら
砂
川
恵
保
先
生
が
南
小

学
校
に
研
修
に
来
ら
れ
た
際
、
わ
た
し
は

南
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
沖
縄
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

統
治
下
で
、情
報
の
交
換
も
今
ほ
ど
無
か

っ
た
の
で
、
最
初
は
「
言
葉
が
ど
れ
だ
け

通
じ
る
の
だ
ろ
う
」「
ど
の
よ
う
な
教
養

を
持
た
れ
た
人
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た

思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
お
会
い
す
る
と
、
美
し
い
共
通
語
を

話
さ
れ
、
飾
ら
な
い
素
直
な
人
柄
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
砂
川
先
生
か
ら
聞
い
た
沖
縄
の

状
況
に
「
わ
た
し
た
ち
に
何
か
で
き
な
い

か
」
と
い
う
思
い
が
次
第
に
強
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
思
い
は
砂
川
先
生
と

交
流
し
た
み
ん
な
も
同
じ
だ
っ
た
よ
う
で
、

そ
れ
が
両
校
の
姉
妹
校
縁
組
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

昭

　

両
校
が
姉
妹
校
縁
組
を
結
ん
だ
翌
年
の

昭
和
40
年
１
月
、
南
小
学
校
は
初
め
て
平

良
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
を
連

れ
た
「
異
国
」
へ
の
訪
問
に
、
わ
た
し
は

不
安
と
好
奇
心
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち

だ
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
宮
古
島
の
空
港

に
到
着
し
て
、
予
想
を
超
え
る
大
歓
迎
を

受
け
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
不
安
は

一
気
に
吹
き
飛
び
、
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
平
良
市
役
所
や
平
良

第
一
小
学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
親
切
に
接
し
て
く
れ
て
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
何
軒
も
の
家
庭
か
ら

夕
食
に
招
待
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
歌
や

踊
り
な
ど
の
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
ま
る
で
ま
ち
全
体
で
、
わ
た
し
た
ち
を

も
て
な
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
あ
の
も
て
な
し
の
姿
勢
こ
そ
、
心

を
通
わ
せ
る
た
め
の
人
の
あ
り
方
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
年
の
３
月
に
津
山
市
議
会
が
沖
縄

の
祖
国
復
帰
の
た
め
の
要
望
を
決
議
し
、

昭
和
47
年
に
沖
縄
の
本
土
復
帰
が
実
現
し

た
時
に
は
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
喜
び
ま

し
た
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
、
宮
古
島
は
、
人
と

し
て
の
あ
り
方
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
場

で
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

交
流
が
始
ま
っ
て
半
世
紀
が
経
過
し
、
時

代
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
と

も
に
両
市
の
交
流
も
、
ほ
ん
の
少
し
ず
つ

薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

50
年
と
い
う
節
目

の
年
を
き
っ
か
け

に
、
こ
れ
ま
で
の

「
き
ず
な
」
が
強

ま
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

学生時代の新城さ
ん（左）と翌年度に
入学した与那覇さん
（右）

INTERVIEW
インタビュー

交流を振り返って 宮
古
島
を
思
う

心
が
通
い
合
う
交
流
を

い
つ
ま
で
も
続
け
て
ほ
し
い

元津山市立南小学校教諭
第1回姉妹校交流訪問団メンバー

森次　百枝さん（小田中）

　実は、両市が姉妹都市縁組を結ぶ９年も前から、
津山と宮古島の交流は始まっていました。
　昭和31年、教師を志す１人の女学生が、宮古
島から美作大学短期大学部へ入学します。
　両市の交流は、ここから始まったと言っても過
言ではありません。

津山市民の大歓迎に驚く
　「離島から内地に来た 18 歳
のわたしにとっては、その歓
迎は衝撃的でした」と新城幾
代さんは昭和 31 年４月、津
山に到着した時を振り返りま
す。「当時の津山市民は沖縄
への関心や共感を持ちながら
も、一方では遠い存在感を抱
いていたようで、『日本語は
しゃべれますか』『沖縄には
アイヌの人も住んでいます
か』と言われました」と笑い
ながら話されました。
　翌年以降も、宮古島から学
生が美作大学に入学するよう

になってきます。

厳しくも温かい指導に
感謝
　「内地での生活の中でも特
に寮生活があったから、今の
わたしがあると思います。寮
舎監の先生は、島でのんびり
育ったわたしに規律を厳しく
教えてくれました。しかし、
我が子のように温かく思いや
りを持って育ててくれまし
た」

沖縄出身学生への言葉
　「わたしが学生だった頃は、
津山に行くことは、今でいえ

ばニューヨーク
に行くような気
持ちでした。家族との連絡は
手紙しかなく、母はわたしか
らの手紙を毎晩抱いて寝てい
たそうです。内地での生活の
経験は、考え方や価値観に大
きな影響を与えてくれました。
それは今でも同じだと思いま
す。学生には、津山で多くの
ことを学んで、人としても大
きく育ち、沖縄のために力を
付けてほしいですね」
美作大学広報誌『学報みまさか』No.69から引用

美作大学美作大学Th
e 
St
or
y o

f Mi
masaka University交
の

もうもう

流

わたしたち宮古島からわたしたち宮古島からわたしたち宮古島から

「学び」に来ています「学び」に来ています「学び」に来ています

初めて津山で学ん
だ先輩のように、
多くのことを津山
で吸収したいです

津山に送り出してく
れた両親に感謝して
います。これからも
「交流」を意識して
いきたいです

大学の参観実習で南
小学校と関わりがあ
るので「きずな」を
身近に感じられてい
ます

食物学科４年生大嶺　真希さん

管
理
栄
養
士
を

目
指
し
て
い
ま
す
！

栄
養
教
諭
を

目
指
し
て
い
ま
す
！

小
学
校
教
諭
を

目
指
し
て
い
ま
す
！

児童学科４年生

伊志嶺　紗央理さん
食物学科３年生

池間　八恵さん

▼ 

第
１
回
の
交
流
で
宮
古
島
の
人

と
ふ
れ
合
う
南
小
学
校
の
児
童
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　宮古島産のマンゴーと津山
産のピオーネを観光大使

として、この一年間、両市は
交流を深めていきます。

　津山では、記念式典のほか
物産品販売や各種祭りな

ど、宮古島の風土や文化を知
ることのできるイベント

が盛りだくさん！
　これであなたも宮古島ファ

ンです！

宮古島宮古島宮古島宮古島宮古島を

５０周年を機に両市がさ

らに絆を強くする思いを

込めたロゴマーク あなたにあなたに
宮古島市との姉妹都市縁組 

 50 周年記念事業

感じてほしい宮
古
島
と
の
き
ず
な
を

　
　
　

   

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　

こ
の
１
年
間
、
少
し
だ
け
「
宮
古

島
」
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

50
年
前
に
始
ま
っ
た
「
き
ず
な
」。

　

50
年
間
続
い
て
き
た
「
き
ず
な
」。

　
　
　
　
　
　
　

た
っ
た
１
人
の
交

　
　
　
　
　

流
か
ら
始
ま
っ
た
き
ず

　
　
　
　
　

な
は
、
人
か
ら
ま
ち
へ

と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
き
ず
な
を
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
感
じ
な
が
ら
、
次
の
50
年
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

問
秘
書
広
報
室
☎
32-

２
０
２
６

地ビールフェスタで宮古島
地ビールフェスタで宮古島毎年恒例になった地ビールフェスタ。宮古島の地ビールに、冷たいマンゴーで気分は宮古島！ところ　ソシオ一番街、

　　　　アルネ・津山
　　　　東広場

とき

7月上旬～
8月上旬

毎週土曜日に開催予定！

宮古島物産展
「ＮＥＸＴ10

0」

（土）
とき

8 /2
3・ （日）

（金）8/29
31（日）～

宮古島物産展
「ＮＥＸＴ10

0」

　●スタンプラ
リー

　宮古島の特産
品購入でシール

を

　集めると、宮
古島にちなんだ

プ

　レゼントが抽
選で当たる！

●宮古島の観光
と物産展

　ところ　津山納
涼ごんご

               まつり
会場

　         ところ
　アルネ・津山

1階

とき

7月～
8月

ネクスト

学校給食で

　　宮古島を味わう！
　学校給食で

　　　宮古島を味わう
！

市内の小・中学校で、宮古
島の

マンゴーゼリーや郷土料理
を盛

り込んだ給食を提供します
！

マンゴー
木の高さは 40ｍにもなる
分類　ウルシ科マンゴー属
成分　 ビタミンＡやβ - カ

ロテンを多く含む

Mango

「宮古島市との　　　

　　半世紀のきずな」

常設パネル展

「宮古島市との　　　

　　半世紀のきずな」

宮古島市との 50年の交流を
振り返

り、その歴史や交流を紹介

ところ　津山市役所１階市民
ロビー

月
とき

4 ～

姉妹都市縁組
          

　　50 周年記
念式典

　姉妹都市縁
組

　　50 周年記
念式典

宮古島市長をは
じめ関係者出

席のもと、この
半世紀を振り

返り、次の 50
年に向けて再

出発します

ところ　ベルフ
ォーレ津山

　（アルネ・津山
７階）

（土）

とき

8 /2

「エコアイランド宮古島
」

親子エコフェスタ

「エコアイランド宮古
島」 

パネル展やミュージカルな
どで

エコアイランド宮古島を紹
介

ところ　アルネ・津山東広
場

（日）

とき

6 / 8

行っ
てき
ま～
す

宮古
島に

宮古島には津山の

ピオーネがくるんだよ！

食
べ
て
ほ
し
い

ママ
ンン
ゴゴ
ーー

ママ
ンン
ゴゴ
ーー

家家
族族

ママ
ンン
ゴゴ
ーー

ママ
ンン
ゴゴ
ーー
計計
画画

始始
動動
!!  !!

１１

１

１１

ところ　津
山文化セン

ター

　（山下）

出演　砂川
国夫（宮古

島民

　謡）、美
作大学沖縄

県人

　会（舞踊
）

（日）
とき

10/
5

宮古島ゆかりの
　　アーティスト公演

津山国際総合音楽祭
「市民コンサートⅠ　日本音楽コンサート」　宮古島ゆかりの
　　　アーティスト公演ところ　ベルフォーレ津山
内容　砂川涼子&村上敏明
　　　　　　デュオリサイタル

（月）

とき

9/22

宮古島市
        出身
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一般会計当初予算　　　　　　（骨格予算）

当
初
予
算
の
特
徴

 

骨
格
予
算
と
し
て
編
成

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算

と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

政
策
的
な
判
断
が
必
要
に
な
る
新
規
施

策
や
補
助
金
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
計
上

を
見
送
り
ま
し
た
。
市
民
生
活
へ
の
影
響

に
配
慮
し
な
が
ら
、
義
務
的
な
経
費
や
継

続
的
な
事
業
に
必
要
な
経
費
を
中
心
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
、
計
上
を
見
送
っ
て
い
る

政
策
的
経
費
は
、
６
月
補
正
予
算
で
計
上

し
ま
す
。

■ 

扶
助
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
増
な
ど
に

よ
り
５
億
７
千
万
円
（
６
・
２
％
）
の

増
■ 

人
件
費
は
、
支
給
率
の
改
正
に
伴
う
退

職
手
当
の
減
、
共
済
費
の
減
な
ど
に
よ

り
１
億
６
千
万
円
（
２
・
１
％
）
の
減

■ 

公
債
費
は
、
市
債
（
市
の
借
入
金
）
の

元
利
償
還
金
の
減
に
よ
り
１
億
３
千
万

円
（
２
・
２
％
）
の
減

■ 

骨
格
予
算
編
成
の
た
め
、
普
通
建
設
事

業
費
は
12
億
３
千
万
円
（
27
・
３
％
）

の
減
、
補
助
費
等
は
４
億
５
千
万
円

（
８
・
０
％
）
の
減

 

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

■ 

市
税
は
、
固
定
資
産
税
（
家
屋
・
償
却

資
産
分
）
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
４
千

万
円
（
１
・
２
％
）
の
増

■ 

利
子
割
交
付
金
ほ
か
で
は
、
地
方
消
費

税
交
付
金
の
地
方
消
費
税
率
改
正
に
よ

る
増
な
ど
に
よ
り
１
億
円（
８
・
１
％
）

の
増

■ 

国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
増
な

ど
に
よ
り
１
億
２
千
万
円（
２
・
０
％
）

の
増

■ 

骨
格
予
算
編
成
の
た
め
、
市
債
は
２
億

９
千
万
円
（
６
・
４
％
）
の
減
、
県
支

出
金
は
１
億
４
千
万
円
（
４
・
４
％
）

の
減

 

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

性質別歳出
区分 予算額 構成比

人件費 73億1,601万円 17.1%
物件費 53億6,021万円 12.5%
維持補修費 2億6,701万円 0.6%
扶助費 98億5,126万円 23.0%
補助費等 51億7,259万円 12.1%
普通建設事業費 32億6,457万円 7.6%
公債費 57億2,933万円 13.3%
繰出金 51億8,711万円 12.1%
その他 7億3,191万円 1.7%

歳出合計 428億8,000万円 100.0%

平成26年度当初予算の　　　　概要をお知らせします

市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

議会費 
4億1,337万円（1.0%）
市議会の運営 その他

7億1,202万円（1.7%）
労働費、災害復旧費、諸支出金、
予備費

衛生費
40億9,713万円（9.5%）
各種健康診断や救急医療対策、ごみ処理など

農林水産業費
10億4,894万円（2.4%）
農林水産業の振興、農道・林道・ため池の整備など

土木費
46億8,658万円（10.9%）
道路や橋、公園、住宅整備など

商工費
6億8,084万円（1.6%）
商工業や公共交通、観光の振興など

民生費
165億4,324万円（38.6%）
高齢者や乳幼児、障害者などの
福祉、生活保護、災害救助など

総務費
34億5,305万円（8.1%)
税務、戸籍、選挙などの事務や
市役所の管理など

428億8,000万円 
（目的別） 
歳出 

公債費
57億3,145万円（13.4%）
市の借入金の返済

教育費
40億4,022万円（9.4%）
幼稚園や小中学校、社会教育、
芸術文化・スポーツの振興など

消防費
14億7,316万円（3.4%）
津山圏域消防組合の
負担金や消防団の機庫、車両整備など

国庫支出金国庫支出金
58億9,502万円（13.7%）58億9,502万円（13.7%）
国が認めた特定の事務事業の国が認めた特定の事務事業の
実施に当たって国から交付実施に当たって国から交付
されるお金されるお金

使用料及び手数料
6億3,152万円（1.5%）
市の施設使用料や住民票、各種証明
書などの交付手数料

県支出金
31億527万円（7.2%）
県が認めた特定の事務事業の
実施に当たって県から交付されるお金

地方譲与税 5億4,000万円（1.3%）
国が徴収した税金から一定の基準に従い譲与されるお金 

利子割交付金ほか  13億7,991万円（3.2%）
県が徴収した利子に掛かる税金の中から交付されるお金など 

  
国庫支出金
58億9,502万円（13.7%）
国が認めた特定の事務事業の
実施に当たって国から交付
されるお金

市債
41億9,500万円（9.8%）
国や金融機関から借り入れるお金

諸収入ほか
12億2,432万円（2.9%）
どの費目にも含まれない他のお金

市民税 50億8,559万円

都市計画税 6億5,605万円

固定資産税 56億9,865万円

軽自動車税 2億8,461万円

市たばこ税 8億円

入湯税 10万円

分担金及び負担金 
8億9,458万円（2.1%）
市が行う事業で特定の利益を受ける 
人などから徴収するお金 

自
主

財

源

依

存

財
源

地方交付税
124億8,938万円（29.1%）
全国の自治体が同水準の行政を
進められるよう、財政運営の均衡を
とるために国から交付されるお金

428億8,000万円
歳入

市税
125億2,500万円
 （29.2%）

 財政課（市役所６階）☎32-2020

自主財源 152億7,542万円（35.6％）

依存財源 276億458万円（64.4％）

骨格予算とは
　市長選挙などを控えた
自治体が、最低限必要な
経費で編成する予算です。
　選挙後の補正予算で、
市長（首長）の意向を反映
させた事業などを予算計
上します。
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子育て支援と健康福祉の充実
ときわ園建設事業 6億4,110万円
　 井口地内への移転・新築事業で、平成26年10月に供用
開始の予定です
地域総合整備資金貸付金 5億5,000万円
　 津山慈風会（津山中央病院）が整備する中・四国地方で
初の「陽子線治療センター」建設資金の貸付を行います
臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
 4億7,270万円
　 平成26年４月からの消費税増税に伴い、臨時的に給付
金を支給します
子ども医療費公費負担事業 4億5,445万円
　 中学校修了までの子どもに掛かる保険診療分の医療費
を助成します

人づくりと文化の振興
給食センター建設事業 2億6,064万円
　 (仮称)東部学校給食センターを建設し、 今年度２学期
から給食を提供する予定です
津山城跡整備事業 3,450万円
　 裏鉄門下石段修理など、津山城跡の保存整備を行います
確かな学力向上プロジェクト事業 1,843万円
　 学力状況把握や学級編成弾力化のための非常勤講師の
派遣などにより、学力の向上を目指します
宮古島市姉妹都市縁組50周年記念事業　390万円
　 沖縄県宮古島市との姉妹都市縁組50周年を記念して、
物産展や記念式典などの交流イベントを開催します

産業振興と雇用の創出
地域材利用促進事業 3,000万円
　 地域材を利用した住宅の新築・リフォームに補助金を
交付します
中心市街地活性化推進事業 1,942万円
　 まちなかシネマ実証実験などを行い、中心市街地のに
ぎわい創出を目指します

美しい自然と快適空間の形成
津山圏域資源循環施設組合負担金　5億7,595万円
　 平成27年度の完成を目指し、領家地内に新クリーンセ
ンターを建設します

安全なくらしと都市基盤の整備
緊急地方道路整備事業・街路事業　5億4,378万円
　 総社川崎線（沼～林田工区、山北工区）など、市内幹
線道路を整備します

中心市街地地区都市再生整備事業　2億9,024万円
　 平成26年度完成予定の井口公園整備のほか、津山駅前
の周辺整備などを行います
河辺・押入地区都市再生整備事業　1億4,411万円
　 津山中央病院への進入路整備など、河辺・押入地区内
の市道や雨水排水路整備などを行います
地域公共交通改善推進事業 1億1,233万円
　 ごんごバスなど、公共交通の運行を維持するための事
業を行います

まちづくりの推進方策
協働推進事業 1,433万円
　 住民自治組織の仕組みづくりなどを支援します

その他の会計
会計名 予算額

特  

別  

会  

計

国民健康保険特別会計 109億4,672万円
介護保険特別会計 97億2,127万円
下水道事業特別会計 50億3,581万円
後期高齢者医療特別会計 12億1,547万円
簡易水道事業特別会計 4億9,204万円
土地開発公社清算事業特別会計 4億4,306万円
農業集落排水事業特別会計 2億1,483万円
食肉処理センター特別会計 8,831万円
公共用地取得事業特別会計 1,000万円
奨学金特別会計 898万円
磯野計記念奨学金特別会計 678万円
土地取得造成事業特別会計 523万円

財産区会計 1,721万円
水道事業会計 60億2,360万円
工業用水道事業会計 8,689万円

用  語  の  説  明
一般会計
　 福祉や教育、道路整備やごみ処理など、基本的
な市の事業を行う会計
特別会計
　 特定の事業を行うために、特定の収入をその支
出に充てるため、経理を独立して設ける会計
財産区会計
　 所有する山林などの管理や処分を目的とした、
地方公共団体の特別な会計
水道事業会計
　 水道事業から得られる収入で浄水や給水などの
費用を賄う独立採算制の企業会計
工業用水道事業会計
　 久米産業団地に立地する工場への給水事業の企
業会計

支給します 臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金
 臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金対策室☎32-7004･7005

　４月１日から消費税率が８％に引き上げられました。これに伴い、所得の低い人や子育て世帯への影響に配
慮し、「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。
　この給付金を受給するには、平成 26年１月１日時点で住民票がある市区町村への申請が必要です。

　　　　　　　   送付時期は６月下旬
どちらの給付金も申請書を送付します。  　　　　　　　　　　　　　の予定です

　　　　　　　   受付時期は７～９月

■ 国や県・市などがＡＴＭ（銀行やコンビニエンスストアなどに置
かれている現金自動支払機）の操作を求めることは、絶対にあり
ません
■ 国や県・市などが「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」
の給付のために手数料などの振り込みを求めることは、絶対にあ
りません
■ 国や県・市などが市民の皆さんの氏名や銀行の口座番号などの個人情報を
一方的に照会することは、絶対にありません

振り込め詐欺などが疑われる場合は…
　自宅や職場などに国や県・市の職員などをかたった不審な電話が掛かって
きたら、迷わず連絡してください。

連絡先：津山市消費生活センター☎ 32-2057
　　　　津山警察署☎ 25-0110 または警察相談専用電話（#9110）

給付金事務を装った 振り込め詐欺 や 個人情報の詐取 にご注意ください

平成26年度
当初予算の  主 な 事 業

あやしいわ。消費生活センター
に相談してみよう

　所得の低い人への負担を考慮し、臨時的な措置と
して支給します。

給付対象者
　平成 26年１月１日時点で津山市の住民で、平成
26年度の市民税の均等割が課税されていない人。
　ただし、市民税（均等割）が課税されている人の
扶養親族や生活保護を受けている人は対象外。

給付額
　給付対象者１人に付き１万円
※ 老齢基礎年金や児童扶養手当の受給者などには
５千円の加算措置あり

臨時福祉給付金

　子育て世帯への影響を緩和するために、臨時的な
措置として支給します。

給付対象者
　平成 26年 1月分の児童手当（特例給付を含む）
の受給者で、平成 25年の所得が児童手当の所得制
限額未満の人。

給付額
　給付対象児童１人につき１万円
※ 給付対象児童：支給対象者の平成 26年 1月分
の児童手当（特例給付を含む）の対象となる児
童。ただし、臨時福祉給付金の対象者や生活保
護を受けている人は対象外。

子育て世帯臨時特例給付金

ATMの操作を
してください
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あなたの子育てを応援します
 こども課（津山すこやか・こどもセンター）☎32-2065

■一時預かり保育
　 　保護者が用事で保育できない時、休息したい時
などに子どもを預かります。
　対象　おおむね生後６カ月～就学前までの子ども
　利用条件　 原則、週３回、月12回まで（半日の利

用でも１回とカウント）
　料金（基本保育時間：午前８時30分～午後５時）

区分 一日 半日
３歳未満 2,100円 1,600円
３歳以上 1,800円 1,300円

■休日保育
　 　日曜日・祝日に保護者が、用事や仕事で保育が
できない時に子どもを預かります。
　料金　日額2,200円　　※弁当が必要です
一時預かり保育・休日保育の申し込み先 （50音順）
所（園）名 電話番号 一時預かり 休日保育
院庄 28-2475
大崎 26-4977
加茂 42-3027
久米 57-2501
作陽 22-4446

勝北風の子 36-8844
城西 22-2408
城北 23-0353
総社 23-8233
高野 26-1037
田邑 28-2729
津山 22-3376
東津山 26-2100
福岡 22-8053
やよい 23-0306

ご存じですか 小・中学校就学援助制度
 学校教育課☎32-2116

　市教育委員会では、経済的な理由で就学することが困難な児童・生徒に、就学のために必要な経費を援助し
ています。

対象経費と援助内容（平成25年度：参考）
区　　分 援助額

学用品費など 定 額
新入学児童生徒学用品費など 定 額
修学旅行費や校外活動費 実費（上限額あり）
学校病（中耳炎、虫歯など）の治療費 実 費
学校給食費 ８割程度

認定要件
　 市内の小・中学校に就学している児童・生徒の保護者が、次のいずれかの要件に該当し、援助の必要がある
と認められたとき

要　　件 対象経費・要件の具体例など
生活保護（教育扶助）
を受けている人 ・修学旅行費、医療費のみ支給

生活保護法に規定する
「要保護者」に準ずる
程度に経済的に困って
いる人

・市民税が非課税または減免されている
・国民年金の保険料が全額免除されている
・ 児童扶養手当を受給している（ひとり親
家庭または両親のいない児童・生徒に支
給される手当）など
※このほかにも認定となる要件があります

申請方法
　 在籍する学校に備え付けの申請書類に記入して、在籍学校へ提出
※詳しくは、お問い合わせください

保育所（園）での特別保育 地域子育て支援センター
　保育園に入園していない子どもとその保護者を対
象に、園の解放や育児相談をしたり、地域の子育て
グループに出前保育をしたり、子育て講演会などを
実施したりしています。
すこやか子育て相談センター（一宮保育所内）
月～金曜日　午前10時～午後4時　☎27-2241

やよい子育てセンター（やよい保育園内）
月～土曜日　午前8時30分～午後5時　☎23-8382

勝北風の子こども園子育て支援センター
（勝北風の子こども園内）
月～金曜日　午前9時～午後4時　☎36-8844

地域子育て支援センター（久米保育所内）
月～金曜日　午前9時～午後4時　☎57-2501

「子どもが病気になったけど仕事を休めない…」
そんな時は

　保育所（園）や小学校（３年生以下）に通っている
子どもが、病気のため登園や登校ができない時に、
子どもを預かります。

ところ　こどもデイケアルーム「さくら」（二宮）
時 間　診療日の午前９時～午後５時（土曜日は午
後４時まで）
料金　１日2,000円（食費400円別途要）
登 録方法　こども課または「さくら」で登録する
（年度更新）
利用方法　「さくら」に電話で申し込む
　※日曜日・祝日･年末年始・小児科休診日は休み

 河原内科・松尾小児科クリニック☎28-5570

策定しました！ つやまっ子読書プラン
 生涯学習課☎32-2118

　子どもの読書活動を進めるため、平成26年度から30年度まで
を実施期間とする「第３次津山市子ども読書活動推進計画～つや
まっ子読書プラン～」を策定しました。
　この計画では、子どもたちが将来にわたって読書に親しめるよ
うに、本との出会いや読書のきっかけづくりを行います。また、
家庭教育の支援につながる取り組みも推進します。

読書プランキャラクター
「ぶっくちゃん」

１日15分間
読書をしよう！

ご利用ください 子どものショートステイ
 こども子育て相談室☎32-7027

　子育て中に病気になったり、家族の看護などで育児ができなくなったりした時に、子どもを見てくれる人が
いなくて困ったことはありませんか。
　そんな時は、子育て短期支援事業（子どものショートステイ）を利用することができます。

利用施設
（児童養護施設）

わかば園（二宮）

要　件
①～③すべてに
当てはまること

① 子ども・保護者ともに市内在住（住民票を有す
ること）
②子どもの年齢が18歳未満
③ 保護者の疾病、出産、看護、事故、災害、冠婚
葬祭、失そう、転勤、出張や学校などの公的行
事への参加、育児疲れの場合など

立正青葉学園（西寺町）
津山二葉園（林田）

利用期間 ７日以内
利用料
（日額）

２歳未満　5,350 円
２歳以上　2,750 円

※施設利用中の医療費や施設行事などに参加する費用など、
　実費が必要な場合があります
※課税状況により利用料金の軽減制度があります
※施設の空き状況など、詳しくはお問い合わせください
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下水道使用可能区域が拡大
 下水道課☎32-2100

－歴史と文化のまち津山での勉励をたたえて－
 秘書広報室☎32-2026

　市では、毎年、市内の大学（大学院や高専なども含む）から推薦された学生に「箕作賞」を贈っています。
　この賞は、津山が生んだ洋学者・箕作阮

げん

甫
ぽ

にちなみ、市内の大学を優秀な成績で卒業する学生に贈られるも
のです。
　洋学の先駆者を輩出した津山。この地で研鑚

さん

を積
んだ学生生活を良き思い出に、今後、さらに活躍さ
れることを願っています。

　市では、生活環境の改善と公共用水
域の水質を保全するため、下水道の整
備を進めています。
　昨年度の工事により、次の区域で新
たに下水道が使えるようになりました。
下水道使用可能区域では、下水道への
接続が法律で義務付けられています。
　接続工事の費用は自己負担となりま
すが、使用可能区域内に住む皆さんは、
１日も早く接続するようお願いします。

水洗便所・合併処理浄化槽改造資金融資あっせん制度
 下水道課（市役所６階）☎32-2100

　水洗便所や合併処理浄化槽を改造する資金を借り入れ
ることができる制度です。ご利用ください。
■水洗便所改造資金
　 くみ取り便所を水洗便所に改造する工事（浄化槽を撤
去して下水道などに接続する工事を含む）の工事資金
対象区域　公共下水道の使用可能区域
条件　下水道が接続可能になって３年以内であること
利率　年 1.6％（予定）
※供用開始後１年以内の施工は無利子
■合併処理浄化槽改造資金（無利子）
　 くみ取り便所や単独処理浄化槽を使用している人が、
合併処理浄化槽に改造工事をする場合の工事資金
対象住宅　公共下水道事業・農業集落排水事業認可区域
外の専用住宅（延べ床面積の２分の１以上を居住用に
している建物）
条件　合併処理浄化槽設置整備事業で、補助の決定を受
けていること

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
融資限度額　80万円　返済期限　40カ月以内
要件　次のすべてに当てはまること①市税などに滞納が
ない②自己資金のみでは、資金を一度に負担すること
が困難③融資を受けた資金の返済能力がある④同居者
を除く連帯保証人がいる

津山工業高等専門学校
筈尾 優基さん（美咲町）
河原 宏昭さん（津山市）
水嶋 将理さん（勝央町）
野原 しおんさん（兵庫県） 
元田 大貴さん（新見市） 
政安 俊祐さん（津山市）

美作大学
森元 優三子さん（津山市）
中野 かおりさん（島根県）
長谷部 美香さん（鳥取県）

美作大学大学院
藤堂 雅恵さん（鳥取県）
藤本 明日美さん（美咲町）

美作大学短期大学部
石倉 里さん（島根県）
松永 弥生さん（兵庫県）
竹内 未来さん（津山市）

インターネット公有財産売却
 財政課（市役所６階）☎32-2021

　市では、所有する未利用・不用財産（物品・
車・土地など）の売却を行っています。
売却物件の掲載　
　市ホームページまたはヤフオク！「官公庁
オークション（http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/）」の絞り込み条件から「公
有財産売却」を選択
オークション参加申込期間

平成 26年

４月８日㈫13:00～４月25日㈮14:00
５月29日㈭13:00～６月17日㈫14:00
７月16日㈬13:00～８月４日㈪14:00
９月３日㈬13:00～９月22日㈪14:00
10月22日㈬13:00～ 11月10日㈪14:00

平成 27年 １月15日㈭13:00～２月４日㈬14:00

※官公庁オークションには、全国の自治体が
出品しています。津山市の出品がない期間
もあります
※インターネットに接続できないなどで、オ
ークションに参加できない
人は、代理人を立てること
もできます。詳しくは、お
問い合わせください

凡　例   新たに下水道が使えるようになった区域
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※（　）内は出身地
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